
 

 

 

 

 

 

 

横浜ビジネスグランプリ 2012 受賞者決定 
リターナブル容器向け飲料提供事業 Dricos が受賞 

 
＜横浜ビジネスグランプリ 2012 受賞者＞ 

部門 代表者 所属　/　プラン名 地域

最優秀賞グランプリ 竹　康宏 慶大大学院  /  ドリコス(株)  /  リターナブル容器向け飲料提供事業 Dricos (ドリコス)神奈川県

ベンチャー部門優秀賞 西田　亮介 立命大 / ソニック・アイ　～ロボット工学が切り拓く福祉社会 滋賀県

ソーシャル部門優秀賞 橋本　博司 (株)ペイフォワード / ジブンを変える、世界を変える　『世界を変える就職ナビ』 東京都

アンダー22部門優秀賞 堀切川　和也 KeePass ～飲食店のファストパス端末～ 和歌山県

オーディエンス賞 松谷 麻子 国士舘大 FTアントレゼミ / 未来への手紙　～Last message～ 神奈川県

女性起業家賞 一本木 えみこ(株)エミコ・コーポレーション / 障がい者、そのお母さんのための写真スタジオ 東京都

飲食店に並ばずに入れるようになる優先案内システム。カスタマー、店舗、商業施設の3者にメリットをもたらす。

オンラインストレージを提供し、ユーザーが亡くなった後、保管された写真や動画を使い、ビデオレターを制作。

障がい者への対応ノウハウを持つ写真スタジオを展開することにより、思い出に残すとともにヘアメイク等で母親等へ癒しを提供。

タンブラー型リターナブル飲料容器にICタグを内蔵。ペットボトル等のゴミ削減と共に、企業のCSR取組が可能。きめ細かな広告配信を可能と
した。

高齢者のみまもり支援システム「ソニック・アイ」 を開発。超音波カメラにより安価かつ導入の容易なシステムを販売・運用する。

同社の就職情報サイトで学生を1人採用すると、3万円を途上国の学校建設に支援。企業は社会的な課題に関心のある学生を採用可能。

  
  

「横浜ビジネスグランプリ 2012 グランプリファイナル」 

日時 2012 年 2 月 18 日(土) 13:30～19:00 

会場 ランドマークホール  

主催 財団法人 横浜企業経営支援財団  

共催 横浜市経済局 

後援 公益財団法人神奈川産業振興センター 

公益財団法人川崎市産業振興財団  

http：//www.danzenyokohama.jp/ybg.php4  

お問い合わせ先 

財団法人横浜企業経営支援財団 経営支援部 経営支援部長 長谷部 亮  Tel 045-225-3711 
※本件は、横浜市政記者クラブ、横浜ラジオ・テレビ記者クラブへも同時発表しています。 

（財）横浜企業経営支援財団は平成２４年２月１８日（土）、横浜市西区みなとみらいのラ

ンドマークホールで横浜ビジネスグランプリ２０１２を開催し、最優秀賞グランプリのドリ

コス(株)竹 康宏氏をはじめ、次のとおり各賞を決定しました。 

横浜ビジネスグランプリは平成 15 年度より開催している、日本最大級のビジネスプランコ

ンテストです。今回は 382 件の応募の中から 3 回の選考を経て選ばれた 3部門 11 名のファイ

ナリストが、審査員と多くの観客を前にプレゼンテーションをおこないました。 

今年は 3 部門の賞に加え、女性の活躍を期待して女性起業家賞を新設。また、オーディエ

ンス賞を新設しました。 

また、審査員や起業家支援者の参加する大交流会を開催し、グランプリ受賞者だけでなく、

ファイナリストをはじめとする応募者に対してネットワークの構築などの支援をおこないま

した。引き続き、財団の各種事業を通して今後も起業家の支援を続けてまいります。 

平 成 2 4 年 2 月 2 0 日 
（財）横浜企業経営支援財団 

横浜企業経営支援財団記者発表資料 
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＜入選者＞ 

部門 代表者 所属　/　プラン名 地域

ベンチャー部門 髙坂　禎亮 ソフトウェアスイート(株)  /  無料ぬりえ「ぬりえぽん」　Nuriepon.com 横浜市

ベンチャー部門 徳重　徹 テラモーターズ(株)/二輪からはじまるEV革命～世界をかえていくという気概を持って～ 東京都

ベンチャー部門 長瀬　護 ＮＰＯ法人ＭＩＺＵ / 放射線汚染土壌 ＆ 焼却灰等の除染スキームの実用化 横浜市

ソーシャル部門 村上　千恵 世界を変えるピースダイアモンド 横浜市

アンダー22部門 大須賀　芽生 東京工科大 / 萌えで日本の農業の未来を明るくする！ ～ moe＊farm Project ～ 東京都

宝石のフェアトレードであるエシカルジュエリー(倫理的宝飾)。中でも高度な加工技術を必要とする高価格帯の商品に特化。

日本の農業を、日本の誇るオタク文化と結びつけることで元気づける。農産物加工品に「萌え」パッケージを使用。「萌え」収穫イベントを開催。

「ぬりえ」と「地域情報」が一体となったフリーペーパー「ぬりえぽん」。広告価値を高めた親子のコミュニケーションツール。

価格・性能ともに優れた電動バイクを日本から世界に広める。CO2排出量が少なく地球環境に優しい乗り物である。

金沢大学との共同開発による放射性物質汚染土壌・焼却灰の除染。さらに下水処理において課題となっている窒素・リン酸処理にも使用可能。

 

 

 ＜審査員＞（50音順・敬称略） 

 

 

 

岩岡 博徳  (株)コンサラート 代表取締役 

高乗 正行  (株) チップワンストップ 代表取締役 

こみやま たみこ (株)グリーゼ 代表取締役 

   

 

小山 嚴也 関東学院大学 経済学部経営学科教授 
中村 大作 社会起業大学 学長 
柳澤 大輔 面白法人カヤック代表取締役 

最優秀賞グランプ

リを受賞した竹氏

(右)と審査委員長の

高乗氏(写真左） 
 
ベンチャー部門最

優秀賞の西田氏(右)
と屋代横浜企業経

営支援財団理事長

(写真左下) 
 
ソーシャル部門最

優秀賞の橋本氏(右)
と屋代理事長(写真

右下) 


